
 

⚟ᒸ県保೺環境◊✲所 
［対象媒体：水質］ 

 

(Z)-N,N-ビス�2-ࣄドロキシエチル�オレアミド 
(Z)-N,N-Bis(2-hydroxyethyl)oleamide 
別名： N,N-ジエタノールオレイン酸アミド 

 
【対象物質の構造】 

 

 

 
CAS 番号：93-83-4 
分子式：C22H43NO3 

 
【物理化学的性状】 

物質名 分子量 
（ﾓﾉｱｲｿﾄﾋﾟｯｸ質量）

水溶解度*1 
(mg/L) 

log Pow
*1 

N,N-ジエタノール 
オレイン酸アミド 

369.58 
(369.3243) 

0.0753  

�推定値� 

5.62 

�推定値� 

 
【毒性、用途】 
〔毒性〕 
急性毒性*2 ラット経口 LD50：12.4 (mL/kg)、マウス経口 LD50>10 (mg/kg) 
 

〔用途〕 
་薬部እ品添加物（シャンプー㉳Ἳ๣、増⢓๣）*3 
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出඾ 
1) SRC PhysProp Database 
2) 製品安全データシート、和光純薬 
3) （⊂）製品評価ᢏ⾡基┙機構：化学物質⥲合情報提供システム(CHRIP) 

 

§1 分析法 

(1) 分析法の概要 

水質試料をジクロロメタン抽出し、アセトニトリルで定容後、LC/MS/MS- SRM 
(ESI+)法で定量を行う。 

 

(2) 試薬・器具 

【試薬】 
N,N-ジエタノールオレイン酸アミド ：和光純薬工業製 
1mol/L 酢酸アンモニウム溶液 ：和光純薬工業製 高㏿液体クロマト

グラフ用 
アセトニトリル、メタノール  ：和光純薬工業製 LC/MS 用 
精製水 ：和光純薬工業製 LC/MS 用 
ジクロロメタン ：関東化学製 Primepure(M)（注 1）
L(+)-アスコルビン酸 ：和光純薬工業製 ≉⣭ 

 
【標準液の調製】 
〔標準液〕 

N,N-ジエタノールオレイン酸アミド 10.0 mg を正確に量り取り、メタノール 10 
mL に溶解して 1000 μg/mL の標準原液を調製する。 

 
〔検量線用標準液〕 
標準原液をアセトニトリルで順次希釈し、0.100 ng/mL から 10.0 ng/mL の⠊ᅖ

の検量線用標準液を調製する。 
 

【器具】 
300 mL 分液ロート、10 mL ඹᰦ付遠心管 
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(3) 分析法 

【試料の採取及び保存】 
環境省「化学物質環境実態調査実施の手引き」（平成 28 年 3 月）における「試

料の採取及び検体の調製等」に従う。試料はガラス容器に採取後、㏿やかに試

験操作を行う。㏿やかに行えない場合は、水質試料は 1 L につき L(+)-アスコル

ビン酸を 1 g 加え、෭暗所に保存する（注 2）。 
 

【試料の前処理及び試験液の調製】 
水質試料 100 mLを 300 mL分液ロートに取り、ジクロロメタン 10 mLを加え、

10 分間振とう抽出後、ジクロロメタンᒙを 10 mL ඹᰦ付遠心管に移す。アセト

ニトリル 1 mL を加え、窒素気流下で 0.5 mL まで濃縮する。アセトニトリルで

2.0 mL に定容し、試験液とする。 
 

【空試験液の調製】 
試料と同量の精製水を用い、【試料の前処理及び試験液の調製】の項に従って

操作し、得られた試験液を空試験液とする。 
 

【測定】 
〔LC/MS 条件〕 

LC 条件 
使用機種 ：ᓥὠ製 Nexera X2 
カラム  ：Waters 製 XBridge C18 (2.1×150 mm, 3.5 μm) 
移動相  ：2 mmol/L 酢酸アンモニウム/メタノール(15:85) アイソクラティ

ック 
流量   ：0.2 mL/min 
カラム温度：40°C 
注入量  ：2 μL 
MS 条件 
使用機種     ：ᓥὠ製 LCMS-8050 
イオン化法    ：ESI-Positive 
測定モード    ：SRM 
インターフ࢙ース電圧：1.0 kV 
 ーティングガス流量：10 L/minࣄ
ドライイングガス流量：10 L/min 
 ーガス流  ：2 L/minࢨブライࢿ
インターフ࢙ース温度：300°C 
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DL 温度        ：250°C 
 ートブロック温度  ：400°Cࣄ
 

物質名 
モニターイオン 

(m/z) 
コリジョン電圧(CE)

(V) 
N,N-ジエタノール 
オレイン酸アミド 

370.3>106.2（定量用） 
370.3> 88.1（確認用） 

15 
30 

 
〔検量線〕 
検量線用標準液 2 μL を LC/MS に注入し、対象物質の濃度及びピーク面積から

検量線を作成する。 
 

〔定量〕 
試験液 2 μL を LC/MS に注入し、対象物質のピーク面積から検量線により N,N-

ジエタノールオレイン酸アミドの濃度を定量する。 
 
〔濃度の算出〕 
試料中濃度 C (ng/ L)は次式により算出する。 
 

C(μg/L) = 検出濃度(ng/mL)×最終液量(mL) / 試料水量 (mL) 
 
本分析法に従った場合、 

C(μg/L) = 検出濃度(ng/mL) / 50 
である。 

 
〔装置検出下限値  (IDL)〕 
本分析法に用いた LC/MS の IDL を表 1 に示す（注 3）。 
 

表 1 IDL の算出結果 

 
 
 

物質名 
IDL 

(ng/mL)
試料量

(mL) 
最終液量

(mL) 
IDL 試料換算値

(μg/L) 
N,N-ジエタノール 
オレイン酸アミド 

0.016 100 2.00 0.00032 
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〔測定方法の検出下限値 (MDL)及び定量下限値 (MQL)〕 
本分析法における MDL 及び MQL を表 2 に示す（注 4）。 
 

表 2 MDL 及び MQL の算出結果 

物質名 試料 
試料量 
(mL) 

最終液量

(mL) 
MDL 
(μg/L) 

MQL 
(μg/L) 

N,N-ジエタノール 
オレイン酸アミド 

水質 100 2.00 0.0013 0.0033 

 

注 解 
（注 1）ブランクが検出されなかった関東化学製 Primepure(M)グレードとした。

後述、〔操作ブランクの検討〕の項を参照のこと。 
（注 2）酸化㜵Ṇ๣の L(+)-アスコルビン酸を添加することで、保存性が向上す

る。後述、〔保存性試験〕の項を参照のこと。 
（注 3）IDL は、㺀化学物質環境実態調査実施の手引き㺁（平成 28 年 3 月）に従

って、表 3 のとおり算出した。測定時の代表的なクロマトグラムを図 1
に示す。 
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表 3  IDL の算出結果 

物質名 
N,N-䝆䜶䝍䝜䞊䝹䜸䝺

䜲䞁㓟䜰䝭䝗 

試料量(mL) 100 
最終液量(mL) 2.00 
注入液濃度(ng/mL) 0.100 
装置注入量(μL) 2.0 
結果 1(ng/mL) 0.0880 
結果 2(ng/mL) 0.0911 
結果 3(ng/mL) 0.0898 
結果 4(ng/mL) 0.0905 
結果 5(ng/mL) 0.0995 
結果 6(ng/mL) 0.0914 
結果 7(ng/mL) 0.0862 
平均値(ng/mL) 
標準偏差(ng/mL) 

0.09093 
0.00407 

IDL(ng/mL) 0.016 
IDL 試料濃度換算値(μg/L) 
S/N 
CV% 

0.00032 
23 
4.5 

IDL=t(n-1,0.05)×σn-1×2  

 

 

図 1 IDL 測定時の代表的なクロマトグラム(0.100 ng/mL) 

㻠㻚㻜 㻠㻚㻡 㻡㻚㻜 㻡㻚㻡 㻢㻚㻜 㻢㻚㻡 㻣㻚㻜 㻣㻚㻡 㻤㻚㻜 㻤㻚㻡 㻥㻚㻜 㻥㻚㻡 㻝㻜㻚㻜 㻝㻜㻚㻡 㻝㻝㻚㻜 㻝㻝㻚㻡 㻝㻞㻚㻜 㻝㻞㻚㻡 㻝㻟㻚㻜 㻝㻟㻚㻡 㼙㼕㼚

㻜

㻞㻡㻜

㻡㻜㻜

㻣㻡㻜

㻝㻜㻜㻜

㻝㻞㻡㻜

㻝㻡㻜㻜

㻝㻣㻡㻜
㻝㻦㻰㻱㻻㻭 㻟㻣㻜㻚㻟㻡㻪㻤㻤㻚㻝㻡㻔㻗㻕 㻯㻱㻦 㻙㻟㻜㻚㻜
㻝㻦㻰㻱㻻㻭 㻟㻣㻜㻚㻟㻡㻪㻝㻜㻢㻚㻞㻡㻔㻗㻕 㻯㻱㻦 㻙㻝㻡㻚㻜

(Z)-N,N-Bis(2-hydroxyethyl)oleamide 

E 体（推定） 
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（注 4）MDL 及び MQL は、㺀化学物質環境実態調査実施の手引き㺁（平成 28 年

3 月）により、表 4 のとおり算出した。測定時の代表的なクロマトグラ

ムを図 2 に示す。 
 

表 4 MDL 及び MQL 算出の結果 

物質名 
N,N-䝆䜶䝍䝜䞊䝹䜸䝺䜲䞁㓟

䜰䝭䝗 
試料 水質（ᾏ水） 
試料量 (mL) 100 
標準添加量 (ng) 0.200 
試料換算濃度 (μg/L) 0.00200 
最終液量 (mL) 2.00 
注入液濃度 (ng/mL) 0.100 
装置注入量 (μL) 2.0 
操作ブランク平均 (ng/L)*1 ND 
無添加平均 (ng/L) *2 ND 
結果 1 (ng/L) 2.88 
結果 2 (ng/L) 2.25 
結果 3 (ng/L) 2.34 
結果 4 (ng/L) 2.02 
結果 5 (ng/L) 2.27 
結果 6 (ng/L) 1.87 
結果 7 (ng/L) 1.99 
平均値 (ng/L) 2.232 
標準偏差 (ng/L) 0.332 
MDL (μg/L) *3 0.0013 
MQL (μg/L) *4 0.0033 
S/N 比 37 
CV (%) 15 

*1：試料マトリクスのみがない状態で他は同様の操作を行い測定した値の平均

値 (n = 2) 
*2：MDL 算出用試料に標準を添加していない状態で含まれる濃度の平均値  

 (n = 2) 
*3：MDL = t (n-1, 0.05) × σn-1 × 2 
*4：MQL = σn-1 × 10 
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図 2 MDL 測定時のクロマトグラム(0.100 ng/mL) 
 

§2 解 説 

【分析法】 
〔フローチャート〕 
 分析法のフローチャートを図 3 に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3 分析法のフローチャート 

 
 
〔検量線〕 
検量線を図 4 に、検量線作成用データを表 5 に示す。検量線用標準液測定時

のクロマトグラムを図 5 に示す。 
 

㻠㻚㻜 㻠㻚㻡 㻡㻚㻜 㻡㻚㻡 㻢㻚㻜 㻢㻚㻡 㻣㻚㻜 㻣㻚㻡 㻤㻚㻜 㻤㻚㻡 㻥㻚㻜 㻥㻚㻡 㻝㻜㻚㻜 㻝㻜㻚㻡 㻝㻝㻚㻜 㻝㻝㻚㻡 㻝㻞㻚㻜 㻝㻞㻚㻡 㻝㻟㻚㻜 㻝㻟㻚㻡 㼙㼕㼚

㻜

㻞㻡㻜

㻡㻜㻜

㻣㻡㻜

㻝㻜㻜㻜

㻝㻞㻡㻜

㻝㻡㻜㻜

㻝㻣㻡㻜

㻞㻜㻜㻜
㻝㻦㻰㻱㻻㻭 㻟㻣㻜㻚㻟㻡㻪㻤㻤㻚㻝㻡㻔㻗㻕 㻯㻱㻦 㻙㻟㻜㻚㻜
㻝㻦㻰㻱㻻㻭 㻟㻣㻜㻚㻟㻡㻪㻝㻜㻢㻚㻞㻡㻔㻗㻕 㻯㻱㻦 㻙㻝㻡㻚㻜

LC/MS/MS 

水質試料 

100 mL ｼﾞｸ㺹㺹㺰㺞ﾝ 10 mL, 10 min

ESI-positive 
定容 

ｱ㺜ﾄ㺤ﾄﾘ㺷 2 mL 

濃縮 
N2気流下 

0.5 mL まで 

転溶 液液抽出 

ｱ㺜ﾄ㺤ﾄﾘ㺷 1 mL 

(Z)-N,N-Bis(2-hydroxyethyl)oleamide 
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図 4 N,N-ジエタノールオレイン酸アミド 

（対象物質濃度⠊ᅖ 0.100～2.00 ng/mL（ᕥ図）、0.100～10.0 ng/mL（ྑ図）） 
 
 

表 5 N,N-ジエタノールオレイン酸アミドの検量線作成用データ 
標準液濃度 

(ng/mL) 
(Cs) 

応答値 (As) 
N,N-ジエタノールオレイン酸 

アミド(As) 
0.100 5236 
0.100 5202 
0.200 9972 
0.200 9637 
0.500 25293 
0.500 25129 
1.00 45589 
1.00 46985 
2.00 93679 
2.00 93377 
5.00 231806 
5.00 232372 

10.0 439041 
10.0 440804 

 
 

y = 46266x + 847.71

R² = 0.9994

0

50000

100000

0 1 2

面
積

⃰ᗘ

y = 44102x + 3277.9

R² = 0.9993

0

100000

200000

300000

400000

500000

0 2 4 6 8 10

面
積

⃰ᗘ

1115



 

 
 

図 5 標準液のクロマトグラム(5.0 ng/mL) 
 

 

〔マススペクトル〕 
N,N-ジエタノールオレイン酸アミドのマススペクトルを図 6、7 に示す。 

 

 
図 6 N,N-ジエタノールオレイン酸アミドの 

プレカーサーイオンマススペクトル 
 

 
図 7 N,N-ジエタノールオレイン酸アミドのプロダクトイオンマススペクトル

（プレカーサーイオン: m/z 370.35） 
 

〔操作ブランク〕 
精製水を用いて操作ブランクの検討を行った結果、対象物質は検出されず、

妨害となるピーク等もほᐹされなかった。操作ブランク測定時のクロマトグラ

ムを図 8 に示す。 
 
 

㻠㻚㻜 㻠㻚㻡 㻡㻚㻜 㻡㻚㻡 㻢㻚㻜 㻢㻚㻡 㻣㻚㻜 㻣㻚㻡 㻤㻚㻜 㻤㻚㻡 㻥㻚㻜 㻥㻚㻡 㻝㻜㻚㻜 㻝㻜㻚㻡 㻝㻝㻚㻜 㻝㻝㻚㻡 㻝㻞㻚㻜 㻝㻞㻚㻡 㻝㻟㻚㻜 㻝㻟㻚㻡 㼙㼕㼚

㻜

㻝㻜㻜㻜㻜

㻞㻜㻜㻜㻜

㻟㻜㻜㻜㻜

㻠㻜㻜㻜㻜

㻡㻜㻜㻜㻜

㻢㻜㻜㻜㻜

㻣㻜㻜㻜㻜

㻤㻜㻜㻜㻜
㻝㻦㻰㻱㻻㻭 㻟㻣㻜㻚㻟㻡㻪㻤㻤㻚㻝㻡㻔㻗㻕 㻯㻱㻦 㻙㻟㻜㻚㻜
㻝㻦㻰㻱㻻㻭 㻟㻣㻜㻚㻟㻡㻪㻝㻜㻢㻚㻞㻡㻔㻗㻕 㻯㻱㻦 㻙㻝㻡㻚㻜

50 100 150 200 250 300 350 400 450 500 m/z
0.00
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1.50

1.75

Inten.(x10,000,000)

370.2

65.1

352.3 393.3

50.0 75.0 100.0 125.0 150.0 175.0 200.0 225.0 250.0 275.0 300.0 325.0 350.0 375.0 400.0 m/z
0.0

1.0
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106.1

88.1 309.4

E 体（推定）

(Z)-N,N-Bis(2-hydroxyethyl)oleamide 
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図 8 操作ブランクのクロマトグラム 
 

〔添加回収試験〕 
試料 100 mL に標準物質を添加して、ジクロロメタン 10 mL で振とう抽出を行

った。検出された量を回収率 (%)として表す。添加回収試験時のクロマトグラ

ムを図 9～12 に示す。 
 

表 6 添加回収試験結果 

物質名 試料 
試料量

(L) 
試験

数 
添加量

(ng) 
検出濃度

(ng/L) 
回収率 

(%) 
ኚ動係数

(%) 

N,N-ジエタノ

ールオレイン

酸アミド 

ᾏ水 0.1 1 無添加 ND - - 

ᾏ水 0.1 7 0.2 2.23 112 14.9 

ᾏ水 0.1 2 1.0 10.6 106 - 

河川水 0.1 1 無添加 ND - - 

河川水 0.1 2 1.0 10.1 101 - 

河川水 0.1 5 2.0 19.7 98.4 7.2 
 

 

図 9 添加回収試験時のクロマトグラム（河川水、無添加試料） 
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図 10 添加回収試験時のクロマトグラム（河川水、添加試料 1 ng/100 mL） 

 

図 11 添加回収試験時のクロマトグラム（大∹田Ἀ、無添加試料） 

 
図 12 添加回収試験時のクロマトグラム（大∹田Ἀ、添加試料 1 ng/100 mL） 

 
〔分解性スクリーニング試験結果〕 

 
表 7 分解性スクリーニング試験結果 

物質名 pH 
調製濃度

(μg/mL)

1 時間後

の残存率

(%) 

7 日後の残存率(%) 

暗所 ᫂所 

N,N-ジエタノール 
オレイン酸アミド 

5 0.01 100 43.8 - 
7 0.01 100 47.3 39.4 
9 0.01 100 43.2 - 

* 残存率(%)：調製濃度に対する検出濃度の割合 
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〔保存性試験〕 
 

表 8 保存性試験結果 

試料 
調製濃度

(ng/mL) 
残存率(%)* 

3 日間 6 日間 14 日間 1 か月 

ᾏ水 

環境水    0.02   59.9   33.8 - - 
ｱ㺛ｺ㺷ﾋﾞﾝ酸添加**    0.02  110  103 - - 
ள硫酸㺣ﾄﾘ㺑㺯添加**    0.02   73.8   73.1 - - 
⢒抽出液（ｼﾞｸ㺹㺹㺰㺞ﾝ

溶液） 
   1   97.2 - 70.1 - 

標準液 
   1 - - -   88.1 
  10 - - -  109 

* 残存率(%)：調製濃度に対する検出濃度の割合 
** L(+)-アスコルビン酸、ள硫酸ナトリウム添加：試料水 1 L 当たり 1 g を添加 

 
図 13 試料の保存性（ᾏ水、添加試料 2 ng/100 mL） 

 
〔操作ブランクの検討〕 

試薬等に㉳ᅉするブランクが認められたため、操作ブランクの検討を行った。

塩化ナトリウム（和光純薬工業製 残留農薬・PCB 試験用）を添加した場合の

操作ブランク（図 14）、精製水を用いた操作ブランク（図 15）、ジクロロメタン

（和光純薬工業製 ダイオキシン類分析用）濃縮工程以㝆の操作ブランク（図
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16）からブランクが認められた。また、素手での操作もở染※となり得るため、

手⿄の使用がᮃましい。アセトニトリル及び窒素吹付の㐣程では、ブランクは

認められなかった。（図 17） 
塩化ナトリウムからブランクが検出されることから、塩化ナトリウムの添加

は行わないこととし、ジクロロメタンは、ブランクが検出されなかった関東化

学製 Primepure(M)グレードとした。 
 

 
図 14 操作ブランクのクロマトグラム 

（塩化ナトリウム㸩精製水㸩ジクロロメタン+アセトニトリル） 
 

 
図 15 操作ブランクのクロマトグラム 

（精製水 200 mL㸩ジクロロメタン+アセトニトリル） 
 

 
図 16 操作ブランクのクロマトグラム（ジクロロメタン+アセトニトリル） 
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図 17 操作ブランクのクロマトグラム（アセトニトリル㸩窒素吹付） 

 

〔振とう抽出の検討〕 
精製水 100 mL に標準物質 200 ng を添加して、各溶媒で振とう抽出を行った。

検出された量を回収率 (%)として表す。アセトニトリル及びジクロロメタン抽

出で 80%以上の回収率が得られたが、操作ブランクを考៖してジクロロメタン

抽出を採用し、塩析も行わなかった。 
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表 9 振とう抽出の検討結果 

試料 試験数
添加量

(ng) 
回収率 (%) 

抽出 1 回目 抽出 2 回目

100 mL 精製水 + 30 g NaCl 
30 mL アセトニトリル抽出 1 200 93.4 - 

100 mL 精製水 
10 mL ジクロロメタン抽出 1 200 90.0 - 

100 mL 精製水 + 30 g NaCl 
10 mL ジクロロメタン抽出 1 200 94.8 - 

100 mL 精製水 
10 mL ヘキサン抽出 1 200 8.7 - 

100 mL 精製水 + 30 g NaCl 
10 mL ヘキサン抽出 1 200 9.1 - 

100 mL 精製水 
10 mL ジクロロメタン抽出 2 10 82.4 1.9 

 
 
 
〔LC 条件の検討〕 

LC/MS 測定におけるグラジエント条件の検討を行った。メタノール系（図 18）、
アセトニトリル系（図 19）の୧条件下において、溶媒のみを注入しても、測定

対象ピークの㏆ഐに妨害となるピークがほᐹされた。そこで、本分析法では、

アイソクラティック条件での測定を採用した。 

 
図 18 メタノール系グラジエント条件による測定 

（標準物質 100 ng/mL 注入（上）、メタノールのみ注入（下）） 
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図 19 アセトニトリル系グラジエント条件による測定 

（標準物質 10 ng/mL 注入（上）、アセトニトリルのみ注入（下）） 
 
 
〔固相抽出の検討〕 
（㸯）精製水 50 mL に標準物質 10 ng を添加して、流㏿ 20 mL/min で各固相に

通液し、アセトニトリル及びアセトンで溶出を行った。検出された量を回

収率 (%)として表す。 
 

表 10 各固相カートリッジの検討結果（回収率%） 

固相 
水 アセトニトリル アセトン 

ィ 
（通㐣分） 0-4 mL 4-8 mL 

Oasis HLB Plus 0.7 64.1 9.2 74.0 
Sep-Pak PS2 Plus 15.8 53.8 20.1 89.7 
Sep-Pak tC2 Plus 0.7 33.7 18.1 52.5 
Sep-Pak C8 Plus 0.8 9.0 24.2 34.0 
Sep-Pak C18 Plus 1.9 3.2 23.1 28.2 
* 水（通㐣分）：固相を通㐣した精製水中に含まれる標準物質の量 
 
（㸰）精製水 50 mL に対し標準物質 10 ng を添加して、流㏿ 20 mL/min にて

Oasis HLB Plus に通液し、逆方向よりアセトニトリルで溶出を行った。検

出された量を回収率 (%)として表す。 
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表 11 固相カートリッジ(Oasis HLB Plus / BF)の検討結果（回収率%） 

通液した試料の液性 
アセトニトリル アセトニトリル 

ィ 
0-4 mL 4-8 mL 容器洗液 

精製水 71.8 14.6 9.2 95.6 
メタノール/精製水(1:9) 65.8 8.4 3.5 77.7 
メタノール/精製水(2:8) 80.3 4.3 9.4 94.0 
 

以上の結果より、20%メタノール含有試料を、固相カートリッジ Oasis HLB Plus
に通水した後、アセトニトリル 8 mL をバックフラッシࣗにて溶出し、使用器具

の洗液を合わせることで 90%以上の回収率を得られた。 
固相抽出法は、振とう抽出法と同等の回収率が得られたが、操作の↹㞧さ、使

用器具への吸着等に㉳ᅉするࡤらつきのため、本法では採用しなかった。 

 

〔環境試料の分析〕 
河川水（㞾ᒣ川）より N,N-ジエタノールオレイン酸アミドは検出されなかっ

た。（図 9）また、ᾏ水（大∹田Ἀ）より⑞㊧レベルが検出された。（図 11） 
 
【評価】 

環境水中の N,N-ジエタノールオレイン酸アミドの定量分析法を開発した。本

法の MDL は 1.3 ng/L、MQL は 3.3 ng/L であった。河川水を用いた添加回収試験

（添加量 2.0 ng）における回収率は、98.4%（ኚ動係数 7.2 %）であった。また、

ᾏ水を用いた添加回収試験（添加量 0.2 ng）における回収率は、112%（ኚ動係

数 14.9 %）であった。⚟ᒸ県内の河川水から N,N-ジエタノールオレイン酸アミ

ドは検出されなかった。また、ᾏ水から⑞㊧レベルが検出された。以上の結果

から、本法は環境水中に含まれる 1.0 ng/L オーダーの N,N-ジエタノールオレイ

ン酸アミドの検出に適用可能であると判断される。 
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(Z)-N,N-Bis(2-hydroxyethyl)oleamide 
 

This method provides procedures for the determination of (Z)-N,N-bis(2- 
hydroxyethyl)oleamide in water samples by liquid chromatography/quadrupole mass 
spectrometry (LC/MS). One hundred milliliters of water sample is extracted with 10 mL 
of dichloromethane using a separatory funnel. The dichloromethane layer which 1 mL 
of acetonitrile is added is concentrated to 0.5 mL with a nitrogen stream, and the sample 
solution is diluted to 2 mL with acetonitrile. 

The analytes are determined in the selected-reaction-monitoring mode. The method 
detection limit (MDL) and the quantification limit (MQL) are 1.3 and 3.3 ng/L, 
respectively. The average recovery (n=5) from river water samples spiked with 2.0 ng of 
(Z)-N,N-bis(2-hydroxyethyl)oleamide was 98.4 %, and the relative standard deviation 
was 7.2 %. And, that (n=7) from seawater samples spiked with 0.2 ng was 112%, and 
the relative standard deviation was 14.9 %. 

Using this method, (Z)-N,N-bis(2-hydroxyethyl)oleamide was detected at the trace 
level in seawater and not detected in river water in Fukuoka. 
 
  

Water sample 
100 mL Dichloromethane 10 mL 

10 min 

Concentration 
N2 gas to 0.5 mL 

Extraction

LC/MS/MS-SRMMaking up volume 

Acetonitrile 2 mL 

Solvent exchange 
Acetonitrile 1 mL  
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物質名 分析法フローチャート 備考 
N,N-ジエタノール

オレイン酸アミ

ド 

【水質】 分析原理： 

LC/MS/MS-SRM 

 

検出下限値： 

【水質】(μg/L) 

0.0013 

 

分析条件： 

LC： 

ᓥὠ製  Nexera 
X2 
カラム： 

Waters製 XBridge 

C18 (2.1×150mm, 

3.5μm)  

MS： 

ᓥὠ製 

LCMS-8050 

 

 
 

水質試料 
100 mL ｼﾞｸ㺹㺹㺰㺞ﾝ 10 mL , 10 min 

濃縮

N2気流下 
0.5 mL まで 

振とう抽出 

LC/MS/MS-SRM定容 

ｱ㺜ﾄ㺤ﾄﾘ㺷 2 mL 

転溶 

ｱ㺜ﾄ㺤ﾄﾘ㺷 1 mL 
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